特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年３月８日３９８号
3日　第16回自然と環境講演会「木津川の歴史と地域｣　　45名の皆さんが熱心に聞き入る。　　洛南タイムスで大きく結果を報道していただきました。本文を紹介します。｢木津川河川レンジャーの山村武正さんらが呼びかけた講演会ではおよそ50人が参加した。講師の中津川敬朗さんは、周辺地域に残る古文書から、正徳2年(1712年)や亨和2年(1802年)に発生した｢大川切れ｣の被害状況や、それらの水害によって現在の木津川市加茂町や精華町祝園付近であった集落移転などを解説。また宝永元年(1704年)には奈良東大寺の大仏殿を建設する際には梁に使う巨木を宮崎県から瀬戸内海・淀川を経由して木津川で運んだことや、樋門を巡る地域の争いの歴史なども紹介。その上で｢山城地域はこの木津川を通じて他地域と結びついてきた。木津川は、この地域の発達に重要な役割を果たしてきた。それらの歴史も、地域の人たちが残してきた様々な文書などで明らかになってきたが、地域の皆さんが書き記す記録が、今後更に重要なものになってくると思う｣と語った。と報道していただきました。　
4日やましろ地域活動交流フエスタ　雨天にもかかわらず1000人の参加者で賑わい、活動展示には56団体の参加がありました。里山の会は模擬店では綿菓子を格安で子どもたちにサービス。展示では木津川には917種の植物写真、そして山城地域の小学校の校歌を集約して発表しました。「私の小学校の歌や！」となつかしく思い出を語っていました。　
いよいよ大事業が始まる18日植樹を実施　植樹作業への参加者募集始まる　当日受付けには14時に集合下さい。植付け場所は皆さんのアンケート投票で決めます。当日は50本の苗木を予定しています。ヤナギ　ハナモモ　イチョウ　ハナミズキ　イロハモミジです。参加費無料。当日までの準備計画は、植樹位置の決定は、10日までに京都府北土木事務所が立ち会って最終決定。10日の午前中に土壌改良を実施（予備日11日）、12日には横断幕を設置して広く市民にお知らせします。
念願の会員250名に4名で到達です　講演会と府フエスタで1名ずつ入会いただきました。いよいよ最終章に突入しました。みんなの力で達成しよう。東日本大震災・福島原発被害・大津波被害の発生に加えて、年金や給料の引き下げが話題になる等、暮らしにつらい出来事が続いています。こんな中、明るいニュースを一つ作り上げましょう。あと4名の会員を迎えて、新年度を明るく出発しようではありませんか。13日に「いわきサンシャインシティマラソン大会実行委員会」から、義援金の寄贈に対して謝礼のために副実行委員長御代田氏と事務局がこられます。多くの方々の善意で新しい「絆」が生まれようとしています。
新年度の活動報告案を検討　事務局会議に提案された前文部分を掲載

本年は、京都府植物誌目録ノートの資料原本冊子の発刊が完成し、府立図書館及び総合資料館、山城郷土資料館と京田辺市立中央図書館に寄贈し、植物研究者への貴重な資料を残すことができた。また里山農園と農業塾の開設及び活用が開始された。尾根筋ハイキングコースの整備が進み30本の歩くギャラリーの完成、防賀川堤への植樹の実現とそのためのワークショップの開催を成功させ、今後更に地域住民の連携力構築への基礎を作り上げた。普賢寺地域における獣害被害の拡大に伴う里山農園の猪防御柵の設置、農道里道の修復完成をやり上げた。木津川一斉水調査(30箇所)の開始など、里山の会の念願の大事業を一挙に推進させることができた。新理事長と新しい体制による画期的な1年となった。年間事業数は105回を越え、参加者数は7329人に達した。会誌も200頁を越え読みごたえのある内容になり、編集構成等も7部署に分割した取組が出来あがった。会費納入では年内に100％の納入を実現し、会員も250人を記録することが出来た。決算では繰越金額が過去最高額となり節約と増収への努力が実った。

　こうした成果は、新理事長の誕生と副理事長3名による抜本的な体制強化によるところが大きい、また絵画部や里山農園部、環境部の発足がこれまでに無い新しい分野に躍進した。そして250人会員の実現は、今年の三つの楽しい活動や楽しくなる活動、楽しくする活動がインパクトを発揮し魅力を感じていただいたのではないだろうか。(注意：ご意見修正などを取り入れて訂正します)

馬坂川の清掃作業　24日(日)　午前10時から　親子花見乗船体験の事前準備　ふるさとの川を美しくしよう、花見の時だけでなく1年中綺麗な川になっていればいいなあ！と誰でも思っています。川の上流部が美しくなれば中流部下流部も美しくなるはずです。4年連続して随分綺麗になりました。お手伝いにお越し下さい。2時間で終ります。
第3回理事会　23日　14時から　京田辺中央公民館　7日の事務局会議で新年度の予算案も検討。活動報告や活動方針も検討しています。出席者から異口同音に会員250人で出発したいねえ！と発言があります。
防賀川堤で植樹蔡　3月18日(日)　14時～16時　天井川が切下げられままに放置されてきました。ここに植樹をしようと昨年8月から4回のワークショップを開いて防賀川の夢を語り合ってきました。皆さんと一緒に植樹しましょう　参加費無料です。申し込んでいただければ準備に役立ちます。里山の会までＦＡＸ下さい。当日参加も可能です。
会誌32号の原稿の締め切りが10日と迫っています。ふるって投稿お願いします。よりよい会誌にあなたの力を貸してください。

事務局会議では、前号と同じように7つのコーナーを分担して編集校正等を受持つことになりました。(過重負担の解消)
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

